
超高精細映像符号化技術に関する研究開発
次世代の放送として期待される超高精細映像放送を実現するために必要な符号化方式の研究開発を行う。
◆超高精細映像を高画質で放送衛星により放送するための高圧縮率の映像符号化・復号化技術の開発
◆超高精細映像を蓄積するための圧縮・伸長技術の開発
◆超高精細映像を種々の端末やネットワークに合わせて伝送するためのスケーラブル符号化技術の開発
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課題ア：超高精細映像放送用符号化に関する技術

課題イ：超高精細映像蓄積用圧縮・
伸長に関する技術

課題ウ：超高精細映像スケーラブル符号化に関する技術
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研究開発期間：平成20年度～平成23年度4年間）
予算：総額296百万円程度 （上限、平成20年度）


